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(54)【発明の名称】 表示装置およびこの表示装置を用いた電子機器

(57)【要約】
【課題】  従来の電子機器では、同一画面内において表
示色や文字等のサイズによって見やすい画像と見にくい
画像となり、画面の表示バランスが悪かった。
【解決手段】  ＥＬディスプレイの画面２０を複数の領
域２０ａ，２０ｂ，２０ｃに区分し、それぞれの領域で
異なる色の表示が行われるようにする。そして各領域毎
に電極に印加する電圧を代え、蛍光体材料の発光輝度に
差を設けて、色の違いがあっても全体を同じ状態で目視
でき、表示バランスのよいものとする。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  少なくとも一方が透明な一対の基板と、
前記一対の基板のそれぞれの対向面に形成された電極
と、前記基板間に介在する自己発光型の表示媒体とが設
けられた表示装置において、
表示領域が複数の領域に区分され、各領域の前記電極に
与えられる駆動電力を可変させて、各領域間で表示輝度
を変える制御手段が設けられていることを特徴とする表
示装置。
【請求項２】  前記各領域の表示色が相違し、各表示色
に応じて前記各領域の表示輝度が制御される請求項１記
載の表示装置。
【請求項３】  前記表示媒体は、エレクトロルミネッセ
ンス機能を有する材料であり、前記各領域ごとに異なる
発光色の表示媒体が介在している請求項２記載の表示装
置。
【請求項４】  前記各領域で、表示される文字または記
号の大きさが相違し、前記文字または記号の大きさに応
じて前記各領域の輝度が制御される請求項１記載の表示
装置。
【請求項５】  前記各領域で、マトリックス状に対向す
る各電極の配置ピッチが相違し、またはセグメント電極
の大きさが相違する請求項４記載の表示装置。
【請求項６】  外光の光量を検知するセンサが設けら
れ、このセンサの検知出力に応じて各領域の表示輝度が
制御される請求項１ないし５のいずれかに記載の表示装
置。
【請求項７】  前記各領域間での輝度の差の大小が、前
記センサの検知出力に応じて制御される請求項６記載の
表示装置。
【請求項８】  機器の前部に、前記請求項１ないし７の
いずれかに記載の表示装置が設けられていることを特徴
とする電子機器。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明の電子機器は、エレク
トロルミネッセンス（ＥＬ）ディスプレイや、プラズマ
ディスプレイなどの自己発光型の表示装置に係り、色の
違いや文字、記号の大きさの違いによる輝度感触の相違
を調整できるようにした表示装置およびこの表示装置を
使用した車載用などの電子機器に関する。
【０００２】
【従来の技術】最近の電子機器では、操作情報や時計表
示といった何らかの情報を表示する為の表示装置を有し
ているものが多い。前記表示装置は、液晶ディスプレイ
やエレクトロルミネッセンス（ＥＬ）ディスプレイを備
えたものが一般的である。
【０００３】このような表示装置を有する電子機器で
は、視認性を確保するために、電子機器の設置された環
境の明るさの変化に対応して、その輝度を変化させるデ
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ィマー機能を有するものがある。例えば車載用電子機器
においては、主に日中と夜間で表示の輝度を変化させ、
視認性の確保を行っている。
【０００４】例えば前記表示装置が液晶表示ディスプレ
イの場合には、その裏面にバックライトが設けられてお
り、前記バックライトを調節することで、その表示の輝
度を変化させている。このように、液晶ディスプレイで
はバックライトの輝度により表示画面の輝度が決められ
るので、バックライトの輝度を調整すると、表示画面の
輝度は、画面全体が同じ割合で調整されることになる。
【０００５】また、自己発光型の表示デバイスであるＥ
Ｌディスプレイは、基板、基板電極、絶縁層、蛍光体発
光層（エレクトロルミネッセンス機能を発揮する蛍光材
料による活性層）、透明電極、透明基板を順に積層した
ものである。前記基板電極と前記透明電極間に一定の電
圧を印加することで前記蛍光体発光層内の任意の位置で
の蛍光体材料を発光させ、画像を表示させる。また、前
記蛍光体材料は材質によってその発光色が異なるので、
その特性を利用して色彩表示も可能である。例えば、領
域毎に異なる蛍光体材料を配置することで表示色を変え
ることが可能である。
【０００６】また一種類の蛍光体材料の発光層を有する
ディスプレイであっても、カラーフィルタを組み合わせ
ることによって色表示ができ、また画面の領域毎にフィ
ルターの色を変えることで、画面の各部分での表示色を
変えることができる。
【０００７】また前記ＥＬディスプレイの表示の輝度の
調整は、電極間の印加電圧レベルを調整し、前記蛍光体
材料の発光量を調整することで行うことができる。
【０００８】
【発明が解決しようとする課題】しかし、前記ＥＬディ
スプレイにおいて、領域毎に異なる色彩の表示を行う場
合、領域全体において電極間に印加される電圧が同じで
あると、領域毎に視認性のむらが生じる欠点がある。例
えば、領域ごとに前記蛍光体材料を変えている場合、各
蛍光体材料によって、同じ電圧を印加しても蛍光体発光
の強度が相違し、その結果表示輝度に差が発生する。ま
た、領域毎に異なる色彩を発光する蛍光体材料が介在し
ている場合、さらにはカラーフィルターを用いて領域毎
に表示色を変えている場合に、その表示色彩によって暗
く見えたり明るく見えたりすることがある。例えば緑色
や紺色は暗く見え、黄色、オレンジなどは明るく見える
ことになる。
【０００９】よって、ディスプレイの全領域の電極に印
加される電圧を一緒に調整すると、前記のように色の違
う領域毎に表示文字（数字を含む）、記号などが見えや
すい部分と見えにくい部分が発生する。
【００１０】また、ディスプレイ全体の表示色が同じで
あっても、表示される文字や記号の大きさが相違し、ま
た表示される線の太さが相違する場合には、小さい文
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字、記号や細い線は見えにくく、大きい文字、記号や太
い線は強調されて明るく見えるようになり、表示画面全
体での表示の明るさにむらやばらつきが発生する。
【００１１】よって、本発明は、自己発光型表示デバイ
スを用いたものにおいて、色彩の相違や文字、記号の大
きさの相違などによる明るさのむらを調整できるように
し、視認性を高くできる表示装置およびこの表示装置を
用いた電子機器を提供することを目的とするものであ
る。
【００１２】
【課題を解決するための手段】本発明は、少なくとも一
方が透明な一対の基板と、前記一対の基板のそれぞれの
対向面に形成された電極と、前記基板間に介在する自己
発光型の表示媒体とが設けられた表示装置において、表
示領域が複数の領域に区分され、各領域の前記電極に与
えられる駆動電力を可変させて、各領域間で表示輝度を
変える制御手段が設けられていることを特徴とするもの
である。
【００１３】例えば、前記各領域の表示色が相違し、各
表示色に応じて前記各領域の表示輝度が制御されるもの
である。
【００１４】この場合、例えば、前記表示媒体は、エレ
クトロルミネッセンス機能を有する材料であり、前記各
領域ごとに異なる発光色の表示媒体が介在している。ま
たは、ディスプレイ全体が同じ発光色であり、カラーフ
ィルタにより領域ごとの色が相違しているものであって
もよい。
【００１５】または、前記各領域で、表示される文字ま
たは記号の大きさが相違し、前記文字または記号の大き
さに応じて前記各領域の輝度が制御されるものであって
もよい。
【００１６】前記のように文字または記号の大きさが相
違するディスプレイとしては、画面の各領域で、マトリ
ックス状に対向する各電極の配置ピッチが相違し、また
はセグメント電極の大きさが相違するものが使用され
る。
【００１７】上記のように、画面の各領域での表示色の
違いや、文字、記号の大きさの違いに応じて、各領域で
の発光強度を調節することにより、表示の色や大きさに
よる見易さのむらを調整し、全体としてバランスのよい
表示を行うことができる。
【００１８】また、外光の光量を検知するセンサが設け
られ、このセンサの検知出力に応じて各領域の表示輝度
が制御されるものであってもよい。
【００１９】この場合、前記各領域間での輝度の差の大
小が、前記センサの検知出力に応じて制御されることが
好ましい。
【００２０】すなわち周囲の明るさに応じて、色彩の違
う表示または大きさの違う表示間の輝度の差を大きくし
たり小さくする。
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【００２１】また、本発明は、前記いずれかに記載の表
示装置が設けられていることを特徴とする電子機器であ
る。
【００２２】
【発明の実施の形態】以下に本発明の実施の形態を図面
を参照して説明する。
【００２３】図１は本発明の表示装置を備えた電子機器
の一実施の形態として車載用電子機器を示す斜視図、図
２、図３は前記表示装置の表示画面を示す部分正面図、
図４は表示装置の断面図、図５は本発明の車載用電子機
器の回路ブロック図である。
【００２４】図１に示す車載用電子機器の機器本体１０
は、ノーズ部１１と筐体１２とから構成されている。筐
体１２は金属製であり、自動車のインストルメントパネ
ルやダッシュボード内などに埋設される。このとき前記
ノーズ部１１は前記インストルメントパネルやダッシュ
ボードの表面に現れるように設置される。
【００２５】前記ノーズ部１１の前面が表示・操作面１
３である。この表示・操作面１３には表示装置１５が配
置されており、この表示装置１５が配置されていない領
域に回転操作式の操作部材１６および、押釦式の操作部
材１７が配列している。
【００２６】前記表示装置１５の表示画面２０には、チ
ューナの選局情報、音量情報、イコライザー表示などが
表示される。また、機器本体１０の内部にディスク駆動
装置が設けられているものである場合には、ディスク再
生情報や記録情報が表示される。この場合、表示・操作
面１３にディスクの挿入口が形成されていてもよいし、
あるいはノーズ部１１が前方へ回動し、このノーズ部１
１の裏側において筐体１２にディスク挿入口が開口して
いてもよい。また、前記表示装置１５の表示画面２０に
ＴＶ受信像やカーナビゲーションシステムでの地図情報
が表示されるものであってもよい。
【００２７】前記表示装置１５は、自己発光型の表示パ
ネル２１と、前記表示パネル２１の裏面に配設されたプ
リント基板によって形成されており、前記表示パネル２
１の電極群は前記プリント基板に接続されている。前記
プリント基板には、図５の回路ブロック図で示す前記表
示パネルの駆動および制御のための電子部品が実装され
ている。
【００２８】前記表示パネル２１は、ＥＬ（エレクトロ
ルミネッセンス）ディスプレイである。図４に示すよう
に、前記表示パネル２１は、表示目視側にガラスなどの
透明基板２２が、裏側に反射基板２３が設けられ、両基
板２２と２３とが微小ギャップを開けて対向し、両基板
間では周囲にシール材２４が設けられている。前記透明
基板２２の対向面には、プラス電極としてＩＴＯなどの
透明電極がＸ電極２５として設けられ、このＸ電極２５
はＹ方向へ所定のピッチで配列している。また前記反射
基板２３側には、マイナス電極としてアルミニウムなど
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5
の電子放出が可能なＹ電極２６が設けられ、このＹ電極
２６はＸ方向へ所定のピッチで配列している。
【００２９】また前記Ｘ電極２５とＹ電極２６の表面に
はＳｉ

3
Ｎ
4
などの透明の絶縁層が形成され、この絶縁層

の間に活性層として前記エレクトロルミネッセンス機能
を発揮する蛍光体材料（表示媒体）２７が介在してい
る。表示媒体となる前記蛍光体材料は、ＺｎＳ、ＧａＰ
ｉＮなどの無機材料であってもよいが、最近着目されて
いるエレクトロルミネッセンス機能を発揮する有機材料
であってもよい。
【００３０】図５に示す表示ドライバ３３により、前記
Ｘ電極２５とＹ電極２６とが選択されて両電極間に電界
が与えられると、選択された電極の交叉部分においてマ
イナス電極であるＹ電極２６からの電子と、プラス電極
であるＸ電極２５からのホールとが活性層で結合し、そ
の電界エネルギーにより蛍光体材料２７が蛍光発光す
る。
【００３１】このマトリックス駆動方式の表示パネル２
１では、前記Ｘ電極２５と前記Ｙ電極２６を選択するこ
とにより、文字、記号、図形などを任意に表示すること
ができる。また、前記Ｘ電極２５とＹ電極２６に印加す
る電圧を調整することで、前記蛍光体材料２７の発光輝
度を調整することが可能である。
【００３２】ここで、前記蛍光体材料２７は、その物質
の特性によって蛍光発光したときの発光色や発光輝度が
異なる。よって前記蛍光体材料２７を選択して着色表示
を行うことが可能である。また、１つの表示パネルの基
板２２と基板２３のギャップ内にシール材などにより領
域を区分させ、各領域に異なる蛍光体材料を介在させる
ことで、画面２０の各領域毎に異なる色による表示を行
わせることが可能である。
【００３３】例えば、図２に示す表示画面２０では、表
示画面が３つの領域に区分されて、各領域に異なる蛍光
体材料が設けられている。区分される領域は、青色表示
する領域２０ａ、緑色表示する領域２０ｂ、黄色表示す
る領域２０ｃである。
【００３４】前記領域２０ａのＸ電極群２５ａおよびＹ
電極群２６ａと、前記領域２０ｂのＸ電極群２５ｂおよ
びＹ電極群２６ｂと、前記領域２０ｃのＸ電極群２５ｃ
およびＹ電極群２６ｃは、はそれぞれ別々に制御可能で
ある。
【００３５】前記領域２０ａでは、Ｘ電極群２５ａとＹ
電極群２６ａとの間に与えられる電圧を、全ての電極に
おいて同時に可変できる。同様に、前記領域２０ｂにお
いては、Ｘ電極群２５ｂとＹ電極群２６ｂとの間に与え
られる電圧を、全ての電極において同時に可変できる。
これは領域２０ｃにおいても同じである。
【００３６】すなわち、領域２０ａでは、Ｘ電極群２５
ａとＹ電極群２６ａとを選択して通電することにより、
Ｘ－Ｙマトリックスの選択された画素の部分で蛍光体材
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料が発光し、その結果、文字、記号や模様が表示される
が、この領域２０ａが所定の表示を行っているときに、
全ての画素において印加電圧を一緒に可変できるように
なっている。これは領域２０ｂと領域２０ｃにおいても
同じである。
【００３７】図５に示すように、操作部材１６，１７の
操作などに応じて、または筐体１２内の各種回路から与
えられる表示情報は、制御部３０に与えられ、表示ドラ
イバ３３により、Ｘ電極群とＹ電極群との間において画
素の選択が行われ、選択された画素部分に対向するＸ電
極とＹ電極に電圧が印加されて前記表示が行われる。こ
こで、前記制御部３０からの指令により、前記各領域２
０ａ，２０ｂ，２０ｃに応じて電極間に印加される電圧
が個別に変えるように制御される。
【００３８】例えば、前記領域２０ａに表示される画像
は青色表示で、比較的暗く見え、領域２０ｂの緑色表示
も比較的暗く見える。一方領域２０ｃの黄色表示は比較
的明るく見える。よって各領域２０ａ，２０ｂ，２０ｃ
の電極に同じ表示電圧を与えると、暗い表示と明るい表
示が混在するように目視される。そこで、前記制御によ
り、領域２０ｃの電極に与えられる表示電圧を低くし、
領域２０ａと２０ｂの電極に与えられる電圧を前記領域
２０ｃに比べて高くする。その結果、緑、青、黄色の表
示がほぼ同じ明るさで目視できるようになり、画面２０
全体の表示バランスが良好になる。
【００３９】また、蛍光体材料の発光輝度は、色だけに
関係するものではなく、蛍光体材料の材質により発光輝
度が相違する。よって、発光輝度の低い蛍光体材料が設
けられた領域では電極への印加電圧を高くし、発光輝度
の高い蛍光体材料が設けられた領域で、電極への印加電
圧を低くするように制御してもよい。
【００４０】また、表示パネル２１の基板２２と２３と
の間に介在する蛍光体材料２７が画面２０の全領域で同
じであり、前記領域２０ａ，２０ｂ，２０ｃ毎に異なる
カラーフィルタが設けられて、各領域での表示色を変え
るものであってもよい。
【００４１】この場合も、前記のように緑、青、紺など
の表示領域では、電極に印加する電圧を高くして蛍光体
材料の発光輝度を高くし、黄色、オレンジ、などの表示
領域では電極に与える電圧を比較的に低くして、発光体
材料の発光輝度を低くする。これにより、画面２０全体
で均一な表示ができるようになる。
【００４２】なお、図２では、Ｘ－Ｙマトリックス方式
の表示を示したが、基板２２に設けられるプラス電極
と、基板２３に設けられるマイナス電極を、所定の形状
の表示を形成するセグメント電極（例えばセブンセグメ
ント電極）とし、各セグメント間において表示色を変え
るものであってもよい。この場合も、各セグメント電極
に与えられる電圧が、表示色彩に応じて異なるように制
御することができる。
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【００４３】次に図３は、その他の実施の形態を示すも
のである。この実施の形態の表示画面２０も表示領域が
領域２０ｅ，２０ｆ，２０ｇに区分されている。領域２
０ｅには、小さいサイズの文字・記号または細い線が表
示され、領域２０ｆには、大きいサイズの文字・記号ま
たは太い線が表示され、領域２０ｇには、その中間のサ
イズの文字・記号または線が表示される。
【００４４】このように異なる大きさの文字表示などが
できるようにするために、領域２０ｅでは、Ｘ電極群２
５ｅとＹ電極群２６ｅのそれぞれの配列ピッチが短くな
っており、Ｘ－Ｙマトリックス状の画素の配列ピッチが
比較的密集している。領域２０ｆでは、前記電極の配列
ピッチが広く、領域２０ｇでは電極の配列ピッチが前記
の中間となっている。
【００４５】あるいは、Ｘ－Ｙマトリックス表示方式で
はなく、プラス電極とマイナス電極が所定の表示を行う
形状のセグメント電極であって、領域２０ｆではセグメ
ント電極が大きく、領域２５ｅではセグメント電極が小
さく、領域２０ｇではそのセグメント電極の大きさが前
記の中間であってもよい。
【００４６】一般に、自己発光型の表示パネル２１で
は、大きな文字・記号および太い線の表示は明るく見
え、小さな文字・記号および細い線の表示は暗く見え
る。
【００４７】そこで、図５に示す制御部３０の制御指令
により、３つの前記領域２０ｅ、２０ｆ、２０ｇの電極
間に与えられる表示駆動電圧が、各領域毎に独立して制
御される。例えば、大きな文字等が表示される領域２０
ｆでは電極に与えられる電圧が比較的低く、小さな文字
等が表示される領域２０ｅでは、電極に与えられる電圧
が比較的大きく設定される。これにより小さな文字表示
では蛍光体材料の発光輝度が高くなり、大きな文字表示
では前記発光輝度が抑えられて、画面２０全体として表
示輝度のバランスがよくなる。
【００４８】なお、図３において各領域２０ｅ，２０
ｆ，２０ｇ毎に異なる蛍光体材料が設けられ、または異
なるカラーフィルターが設けられて各領域毎に表示色が
相違するように設定されてもよい。この場合には、表示
色による明るさの度合いと、文字等の大きさの違いによ
る明るさの度合いとのバランスにより各領域毎に、電極
に与えられる電圧を可変制御する。
【００４９】また、前記のように各領域毎に駆動電圧を
変化させる手法として、図５に示す操作部材１６，１７
を操作して、各領域の電極に与えられる電圧を調節し
て、使用者の好みに合わせて各領域の輝度を調整し、こ
のときの各領域の輝度の差（電極に与えられる電圧の
差）をメモリ３２に記憶させておき、機器の電源をＯＮ
させる毎に、前記の設定した輝度差により画面表示でき
るようにしてもよい。
【００５０】あるいは、予め各表示色や文字等の大きさ*

8
*に最適な、領域毎の輝度（電圧）が商品出荷時に設定さ
れて記憶されていてもよい。
【００５１】図５に示すように、ディマーコントローラ
３１には、外光検知センサ３４が設けられている。前記
外光検知センサ３４によって電子機器の周囲の外光の光
量が検出され、この検出値に応じて表示パネル２１の電
極に与えられる電圧が可変させられるようになってい
る。
【００５２】このとき、前記のように例えば使用者の好
みにより画面２０の各領域の輝度の差（電圧の差）が設
定されてメモリ３２に記憶されている場合には、その輝
度の差の相対関係を変えることなく、前記外光検知セン
サ３４の検知に応じて表示パネルの電極の全体に対して
駆動電圧を可変するように制御してもよい。あるいは、
外光検知センサ３４の検知状態に応じて、すなわち外光
の光量に応じて、領域間の輝度の差（電圧の差）の大小
関係を調整するように制御してもよい。
【００５３】なお、図２と図３に示すように、この表示
パネル２１では、各領域毎にＸ電極群とＹ電極群が個別
に制御可能であるため、例えば特定の領域（例えば２０
ｃや２０ｇ）の表示のみを点滅表示させることができ
る。
【００５４】この場合、例えば領域２０ｃ，２０ｇにお
いて、予め画素を選択しておき、所定のマトリックス表
示を行っているときに、その選択表示を変化させること
なく、その領域の電極に与えられる電圧をＯＮ／ＯＦＦ
制御することで、所定の領域のみを点滅表示させること
ができる。
【００５５】
【発明の効果】以上のように本発明では、自己発光型デ
ィスプレイにおいて、同一画面において表示色や文字サ
イズなどの相違する領域毎に表示輝度を調整できるよう
にしたため、画面全体の表示の輝度バランスを良好にで
きる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の表示装置を使用した電子機器の一実施
の形態として車載用電子機器を示す斜視図、
【図２】表示装置の表示画面を示す部分正面図、
【図３】表示装置の表示画面を示す部分正面図、
【図４】表示装置の縦断面図、
【図５】本発明の表示装置を制御する回路ブロック図、
【符号の説明】
１０  機器本体
１５  表示装置
１６、１７  操作部材
２０  表示画面
２０ａ～２０ｇ  区分された領域
２１  表示パネル
３０  制御部
３１  ディマーコントローラ
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３２  メモリ *
10

*３４  外光検知センサ

【図１】

【図２】

【図４】

【図５】
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